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《原　著》

99mTc－DMSAシンチグラフ6による経皮的腎結石

　　　　破砕術の腎機能に及ぼす影響の評価

桜井　正樹＊　　日置　琢一＊

山口　信夫＊＊＊川村　寿一＊

北野外紀雄＊＊　中川　　毅＊＊＊

　要旨　経皮的腎結石破砕術（Percutaneous　Nephrostolithotripsy：PNL）を施行した43例に対し，99mTc・

DMSAシンチグラフィをPNL前後で行い，　PNLの腎に及ぼす影響を検討した．シンチグラム後面像では，

15例に腎廣造設部を中心とした99mTc－DMSAの集積の低下が認められた．しかしcold　areaとして認めら

れるような大きな変化は，2例に認められるのみであった．SPECT像では5例に変化を認めた．

　腎機能の変化は，PNL施行側腎の対側の腎に対する摂取率の比を求め，この値の変化で検討した．その

結果，PNLにより患側の腎は4～8週後では95．8土8．7％と有意に低下した．12例は約1年後にも再検討し

たが，全例4～8週後の値より改善していた．

　PNLが腎に及ぼす影響はあまり大きくなく，臨床的には問題ないと思われる．

　またPNLの腎に及ぼす影響を検討する上で，99mTc－DMSAシンチグラフィはきわめて有効であった．

1．はじめに

　最近腎結石に対し，従来の観血的治療に代わり，

経皮的腎結石破砕術（Percutaneous　Nephrosto－

1ithotripsy：PNL）が盛んに行われるようになって

きた．この治療法はエコー下に腎痩を造設し，経

腎痩的に結石を破砕摘除する方法であるが，腎に

及ぼす影響に関しては，まだ十分に検討されてい

るとはいえない．

　今回99mTc－DMSAシンチグラフィを用いPNL

の腎機能に及ぼす影響を検討したので報告する．

n．方　　法

昭和61年5月より昭和63年1月にかけ，当科に

　＊三重大学医学部泌尿器科
＊＊　　　同　　　中央放射線部
＊＊＊　　　同　　　放射線科

受付：63年4月6日
最終稿受付：63年7月8日
別刷請求先：三重県津市江戸橋2丁目174番地

　　　　　　　　　　　　　　　　　（㊦514）
　　　　　三重大学医学部泌尿器科

　　　　　　　　　　　　　　　桜　井　正　樹

おいて施行した症例のうち，PNL前後で99mTc－

DMSAシンチグラフィを施行できたのは51例で

あり，いずれも片側施行例であるが，このうち両

側間の99mTc－DMSAの摂取率が2倍以上違わな

い43例を選び検討の対象とした．

　性別は男性31例，女性12例，平均年齢45．6±13．7

歳であった．

　シンチグラフィ施行時期は，PNL　3～7日前，

腎痩抜去4～8週後に行った．また12例について

は約1年後にも施行した．

　99mTc－DMSA約2mCiを静注し2時間後に撮

像した．また同時にSPECTも撮像した．撮像に

は東芝製回転対向型γカメラGCA－70ASを，デー

タ処理には東芝製GMS－90を用いた．　SPECT像

は4°ずつ180°回転させ，1方向あたり10秒間

データ収集した．1スライス2cmの横断像を作

成し変化を評価した．腎実質機能評価のパラメー

タとして，DMSA腎摂取率を用い，川村ら1）の

方法に従い，2時間後の99mTc－DMSAの腎集積

率とした．PNL前後の腎機能の変化を検討する

うえで，PNL側腎摂取率の対側に対する比：（手
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術側腎摂取率／非手術側腎摂取率）を計算し，PNL

前のこの比を100としたとき，PNL後の値が前

の値に比べ何％変動したかを検討，表示した．

III．結　　果

　PNL　4～8週後のシンチグラム後面像では，43

例中15例に，穿刺部位を中心とした，99mTc－

DMSAの集積の低下が認められた（Fig．1）．しか

しcold　areaとして認められるような大きな変化

は2例に認められるのみであった．

　SPECT像では43例中5例にやはり穿刺部位を

中心とした99mTc－DMSAの集積の低下が認めら

れた（Fig．2）．

　43名のPNL施行側腎の，対側腎に対する摂取

率の比のPNL前後の変化をFig．3に示す．平均

95．8士8．7％と約4．2％の低下を示した．この低下

は，Paired　t－testで検定するに有意であった（p＜

0．01）．

　1年後にも測定することのできた12例では，

PNL　4～8週後には92．1±11．9％であったが，約

1年後には98．6土14．7％と4～8週後に比べると，

有意に改善し（p＜0．05），12例全例改善傾向が示さ

れた（Fig．4）．

IV．考　　察

　ここ数年上部尿路結石に対して，PNLが盛ん

に行われるようになった．この手技は従来の観血

的手術に比べ，患者に対する侵襲も少なく，入院

期間も短いという利点がある反面，腎痩造設なら

びに，その後の結石摘出操作に伴って腎に対して

のある程度の損傷は避けがたい．しかし腎障害に

対する詳細な報告は少ない．この点に関し現在

までになされている報告は，基礎的な研究では，

Webbら2）の動物実験があり，また臨床的には

IVP，　CT，断層撮影，　Angio等を用いたどちらか

というと形態的変化面より，もしくはCcr等によ

り総腎機能面より検討したものが多く3”’5），分腎

機能を詳細に検討した報告は少ない．

　分腎機能面より検討した報告では，99mTc－

DTPAを用いた，　Ekelund6），　Shiff7）らの報告，

1311－HipPuran　split　clearanceを用いた，　Alkenら8）

の報告，分離尿中のNAG，　BMGの定量，　RI

dynamic　study等により検討した松岡ら9）の報告

がある．

　Webbら2）はイヌを用い腎痩造設，その後の結

石破砕摘除の影響を，angiography，　IVP，組織から

検討している．その結果，腎に大きな影響をきた

さないと結論している．しかし一例でlower　pole

の梗塞を，またtractによる少数のネフロン損傷

を認めている．

　Ekelundら8）は99mTc－DTPA静注後80～110秒

間のカウントにより腎機能を評価している．この

場合も対側の腎機能を基準としている．11名の検

討を行い，具体的な数値は示していないが，2週間

後にはほぼPNL前の値にもどるとしている．

Schiffら7）も33名に対し同様な検討を行い，　PNL

後4～6週では有意差はないが低下傾向を示した

と述べている．Alkenら8）は8名について検討し

腎機能はPNL前に比べよくなると述べている．

松岡ら9）は99mTc－DTPAを用いて15例をPNL

1～2か月後に検討している．Gates法よりGFR

を算出検討，また13例では平均腎通過時間をde－

convolution法により算出検討しているが有意差

を認めていない．

　現在広く用いられている他のRI腎検査法に

99mTc－DMSAシンチグラフィがある．この検査法

は，一般に他のRI腎検査法に比して機能相およ

び静的イメージを得るのに優れている10’1D．

　今回われわれは，99mTc－DMSAシンチグラフィ

を用い，PNLが腎に及ぼす影響を検討した．当

初腎の摂取率の変化を全51例で検討した．その結

果は，PNL施行側の腎摂取率は，　PNL前が18．4±

6・6％で，PNL　4～8週後は17．4土5．8％と有意

（p＜0．05）に低下した．一方，対側非手術側の摂取

率は，PNL前が21．7土6．3％で，　PNL後が215±

5．8％と有意差は認めなかった．しかし数例にお

いて，両腎ともに5～7％の摂取率の変化を認め，

この変化がPNLの影響によるものか判断できな

かったため，両側の腎摂取率にあまり大きな差の

ない症例を選び，非手術側に対するPNL側摂取
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Fig．199mTc－DMSA　post．　view．

　　　　　Left：Before　PNL．　Right：4weeks　after　PNL．⇒shows　the　decreased　accumu－

　　　　　1ation　of　99mTc－DMSA　around　the　portion　of　nephrostomy　on　left．
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Fig．2　99mTc－DMSA　transverse　images．

　　　　　Upper：Before　PNL．　Lower：4weeks　after　PNL．⇒shows　the　decreased　accu－

　　　　　mulation　of　99mTc－DMSA　around　the　portion　of　nephrostomy　on　left．
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Fig．3　Distribution　of％change　of　uptake　ratio（Ratio：uptake　of　operated　kidney／

　　　　　　uptake　of　contralateral　kidney）4－8　weeks　after　PNL　in　43　patients．

％change　of　uptake　ratio　in　12patients
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Fig．4　The　long　term％change　of　uptake　ratio（Ratio：uptake　of　operated　kidney／

　　　　　　uptake　of　contralateral　kidney）in　12patients　given　as％change　of　initial　values．

　　　　　　Early　postop　shows　4－8　weeks　after　PNL．　Late　postop　shows　about　one　year　after

　　　　　　PNL．
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率の比の変化を用い検討した．その結果，PNL

4～8週後では，やはり手術側の腎機能が有意に若

干低下する結果を得た．この結果は，非手術側の

腎機能はPNLにより変化しないと仮定している

が，もし対側の摂取率がPNLにより変化するな

ら若干異なる結果となるかもしれない．もし，

PNL施行側の腎機能が改善した場合，対側の腎

機能はやや低下するかもしれない．この場合われ

われの結果は，実際の影響より軽めにでているこ

とになる．逆にPNL施行側の腎機能が低下した

場合，対側腎機能は代償性に上昇するかもしれな

い．この場合はわれわれの結果は，影響を過大評

価していることになる．しかし，その場合は，

PNL側の腎機能の低下は，われわれの得た平均

4・2％よりは実際には小さいものとなり，この程

度の変化で対側の腎機能が大きく動くとは思えな

い．したがって対側との比較により得た結果では

あるが，PNL　4～8週後にPNL側の腎機能は約

4．2％低下するものと思われる．

　個々の症例では，PNL後10％以上腎機能が改

善した症例が，Fig．3に示すように3例認められ

る．これらはいずれもPNLにより水腎症が改善

しており，結石摘除による治療効果と思われる．

一方20～30％腎機能が低下した症例が2例あり，

かっ1年後でも回復はあまり認められなかった．

これらの症例には，術中，術後に特記するような

大きな合併症は認められなかったが，穿刺部位に

cold　areaを認め，　Webbら2）の経験した血管系の

影響も想像されるが，その要因に関しては今後症

例を重ね検討する必要があるものと思われた．

　以上より，PNL　4～8週後ではPNL施行側の

腎機能は，軽度低下するものと思われる．この結

果は，Ekelund6），　Alken8），松岡9）らの結果と若干

違うものである．その原因は，Sciff7）のあげるよ

うに，PNL後比較的早期に検討したこと，また，

腎痩造設等による腎実質損傷を検討する上では，

99mTc－DMSAシンチグラフィのほうが，99mTc’

DTPAシンチグラフィより優れていると推測され

る点にあると思われる．

　しかし，PNL後早期のこの程度の腎機能の低
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下は臨床上は問題とはならず，さらにより長期で

は腎機能はさらに回復するものと推測され，他の

多くの著者らが述べるように，PNLは腎に大き

な影響を及ぼさないものと思われる．ただし約

20～30％腎機能が低下した症例が2例あり，か

つ，1年後でも回復はあまり認められなかった

（　Fig．4）．したがってPNL後早期に，　PNLによ

ると思われる比較的大きな腎機能障害が認められ

る場合，長期的にも腎機能の回復は期待できない

ものと思われる．その要因に関しては，今後症例

を重ね検討してゆきたいと思う．

V・まとめ

　1）43例43腎のPNL症例に対し，99mTc－DMSA

シンチグラフィによる腎機能の評価を行った．

　2）腎痩抜去4～8週後では，軽度の腎機能の

低下を認めたが，約1年後には改善傾向が認めら

れた．

　3）PNLは腎にあまり大きな影響は及ぼさな
い．

　4）PNLの腎に及ぼす影響を検討する上で，

99mTc－DMSAシンチグラフィはきわめて有効であ

った．
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Summary

Renal　Function　Assessed　by　99mTc－1）MSA　Scintigraphy　Before　and

　　　　　　　　After　Percutaneous　Nephrostolithotripsy（PN　L）

Masaki SAKuRAI＊，　Takuichi　HloKI＊，　Tokio　KITANo＊＊，　Tsuyoshi　NAKAGAwA＊＊＊，
　　　　　　　Nobuo　YAMAGucHI＊＊＊and　Juich　KAwAMuRA＊

＊Depart〃lent　of　Uro／ogy，口α〃trat　Clinical　1）’vjぷion　of　Radiology，＊紳1）epar’nlentげRO4’0㎏夕，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ルfie［ノriivers”y∫Cカ00∫ofルled’cine，ルtie

　99mTc・DMSA　scintigraphy　was　carried　out　in

43patients　with　unilateral　renal　stones　before　and

after　PNL．　This　study　was　repeated　about　one

year　after　PNL　in　12　patients．　DMSA　renal　uptake

was　calculated　two　hours　after　inj㏄tion　of　ggmTc－

DMSA．　The　study　was　performed　using　the　dual

type　gamma　camera．　The　renal　function　was　as－

sessed　by　the　formula：99mTc－DMSA　renal　uptake

of　the　operated　side／99mTc－DMSA　renal　uptake　of

the　contralateral　side．　The　change（ratio　befbre／

after　PNL）×100　was　regarded　as　the　percent

change　of　renal　function．

　　LoCal　abnormalities　in　the　99mTc・DMSA　renal

scintigram　after　PNL　were　observed　in　15patients．

The　renal　function　decreased　significantly　to　95．8土

8．7％from　the　base　line　4－8　w㏄ks　after　PNL

The　renal　function　improved　significantly　to　98．6士

14．7％from　92．1土11．9％in　12　patients　about

one　year　after　PNL．

　It　is　concluded　that　although　the　renal　function

slightly　decreased　4－－8　weeks　after　PNL，　it　is　ex－

pected　to　improve　within　l　year　after　PNL，99mTc－

DMSA　scintigraphy　is　a　useful　adjunct　to　evaluate

the　renal　function　befbre　and　after　PNL．

　Key　words：　PNL　（Percutaneous　Nephrosto－

1ithotripsy），99mTc・DMSA　scintigraphy，　Renal

function．
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